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I 令和７年度多摩市気候市民会議の概要 

１ 背景・経過 

近年、人類の活動に伴って排出される二酸化炭素などの影響で地球温暖化が加速しています。

私たちが暮らす日本でも、猛暑や集中豪雨が頻発するなど、その影響を感じることが増えてき

ました。 

本市では、はじめての気候市民会議をまだ先駆けの時期である令和５年度に開催し、脱炭素

社会への転換に向けた気候変動対策の取組み 145 件の提案を受けました。そのうち 77 件に

ついては令和６年３月に策定した第３次多摩市みどりと環境基本計画（計画期間：令和 6年度

～令和 15年度）に反映しました。 

令和６年度は令和５年度の気候市民会議の提案から、市民や事業者に対して脱炭素社会への

転換に向けた行動変容を呼びかけるポスターを作成しました。令和７年度以降は、気候市民会

議を引き続き開催し、市民提案を反映した第３次多摩市みどりと環境基本計画の中から市民自

ら取り組めるものを参加者主体で選び出して実行することを毎年度実施していきます。 

 
【気候市民会議とは】 

気候市民会議とは、無作為に選ばれた市民が会議に参加し、専門家から情報提供を受けながら、市民同

士で熟議を重ね、気候変動への対応策について提言をとりまとめる手法です。特に令和元年前後から、欧

州を中心に世界各地の国や地方自治体で実施が広がっています。参加者を無作為に選ぶことで、社会の多

様性を反映した議論が可能となり、特定の業界や利害関係者の影響を受けにくい形で、市民の幅広い意見

を政策提言に反映できる点が特徴とされています。 

脱炭素社会への移行には、市民一人ひとりの理解や行動の変化が重要であることから、気候市民会議は、

市民が情報提供を受けながら議論を重ね、その意見を今後の取組につなげていくための手法として活用さ

れています。 

多摩市における気候市民会議の経過 

 

出典）令和７年度多摩市気候市民会議（第 1回）進行資料 
 

２ 令和７年度の目的 

令和７年度は、令和６年度の環境政策の取組実績の評価と、現時点で力を入れて取り組むべ

き項目を選択し、もっと取組が進むようにするための工夫を提案してもらうことを目的としま

した。  
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３ 実施体制 

参 加 者：１９名（応募者２３名） 

主 催：多摩市 

講 師：沼田 真也 氏（東京都立大学 都市環境学部 観光科学科 教授、多摩市みどりと環境審議会会長） 

運 営 事 務 局：多摩市環境部環境政策課 

事務局補助：アオイ環境株式会社 

 

４ 実施状況 

(１) 全体の流れ 

令和７年度多摩市気候市民会議の進め方を以下に示します。 

  

事前アンケート

〇 令和6年度（前年度）の多摩市の環境政策についての投票・コメント

11/8（土）
14～18時

多摩市役所
本庁舎

多摩市気候市民会議（第１回）
～多摩市の環境政策を評価しよう！～

〇多摩市気候市民会議のこれまでの流れを確認する
〇気候変動問題の現状を学ぶ
〇第３次多摩市みどりと環境基本計画を理解する
〇第３次多摩市みどりと環境基本計画の短期目標の達成のために、どの重
点戦略もしくは取組方針に力を入れるべきか検討する

12/14（日）
14～18時

関戸公民館
大会議室

多摩市気候市民会議（第２回）
～自分たちで実行する取組を考えよう！～

〇第１回会議を振り返る
〇第１回で選択した項目（重点戦略の着眼点３）に関する情報提供
〇重点戦略の着眼点３の中から自分たちで実行する取組をグループで選択
して発表する

～取組を実行してみよう！～

〇第２回で選択した取組を個人やグループで実行
〇実行した結果を記録

家庭や学校、勤務先
などの日常生活の中で
取組を実践

2/21（土）
14～18時

多摩市役所
本庁舎

多摩市気候市民会議（第３回）
～実行した取組を話し合おう！～

〇第１回会議と第２回会議を振り返る
〇実行した取組の結果をグループで話し合い、他の人におすすめできる取
組か考える。
〇これまでの会議を踏まえて、自分ができるアクションを考えて発表する。
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(２) 各回の日時・場所、講師等 

令和７年度多摩市気候市民会議の各回の日時・場所、講師等を以下に示します。 

 

各回の日時・場所、講師等の情報 

回 日時・場所 講師・情報提供者 

第 1回 令和 7年 11月８日（土） 

14:00～18:00 

多摩市役所 

【講師】 

沼田 真也 氏 

（東京都立大学 都市環境学部 観光科学科 教授） 

（多摩市みどりと環境審議会会長） 

【情報提供者】 

佐藤 彰洋（多摩市環境部環境政策課長） 

第 2回 令和 7年 12月 14日（日） 

14:00～18:00 

関戸公民館 

【講師】 

沼田 真也 氏 

（東京都立大学 都市環境学部 観光科学科 教授） 

（多摩市みどりと環境審議会会長） 

第 3回 令和８年２月 21日（土） 

14:00～18:00 

多摩市役所 

【講師】 

沼田 真也 氏 

（東京都立大学 都市環境学部 観光科学科 教授） 

（多摩市みどりと環境審議会会長） 

 

５ 参加者の選定方法 

(１) 参加対象者区分の設定 

①無作為抽出された市民 

幅広い世代、環境危機に関心がある人もない人も参加することで、一方に偏らないバランス

の取れた結果が出やすくなります。また、その結果を公表する際、参加者以外の市民、事業者

に対する説得力が増します。 

 

②市内の高等学校の生徒（学校推薦） 

気候変動対策は将来にわたって取り組むべきものであることから、若いうちに関心を持ち、

学習・実践を通じて気候危機を当事者として意識することが重要です。高等学校等の生徒が参

加することで、参加する本人だけでなく、各学校に持ち帰って授業等での発表により他の生徒

も触発されることが期待できます。 

 

③多摩市民環境会議のメンバー 

当該団体は長年にわたり市の事業を協働で行っている中で、メンバーの高齢化や団体の新陳
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代謝を図ることができていないという課題があります。気候市民会議に参加することで、これ

までの経験の共有、気候市民会議の参加者が当該団体へ参加するようになることなどが期待で

きます。 

 

(２) 参加候補者の選出（無作為抽出による市民） 

令和７年度多摩市気候市民会議の参加候補者は、多摩市住民基本台帳から無作為抽出をした

後、抽出した方へ参加希望を確認する方法により選出しました。 

参加候補者の選出の過程を以下に示します。 

 

無作為抽出の方法 

・令和７年６月１日時点で市内在住の満 16歳～69歳となる１,000名を抽出 

・年代、性別、居住地の構成は、多摩市住民基本台帳を用いて、市の人口統計に合わせた構

成となるように設定 

参加希望の確認方法 

・抽出した方全員へ、令和７年９月２６日に会議の概要を示した案内（次ページ参照）を郵

送（発送）し、参加希望を確認 

参加候補者の選出結果 

・参加希望があった９名を候補者として選出し、うち、5名が参加 
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(３) 参加人数 

実際の参加人数の内訳を以下に示します。 

 

参加対象者区分ごとの参加数 

区分 男性 女性 計 

無作為抽出による市民（16歳～69歳） 4人 1人  5人 

市内の高等学校の生徒（学校推薦） 6人 6人 12人 

多摩市民環境会議のメンバー 2人 0人  2人 

合計 12人 7人 19人 

 

年代ごとの参加数 

年代 男性 女性 計 

16～19歳 6 6 12 

20代 0 0 0 

30代 0 0 0 

40代 1 1 2 

50代 2 0 2 

60代 1 0 1 

70代 1 0 1 

80代 1 0 1 

合計 12 7 19 
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II 令和７年度多摩市気候市民会議の実施結果 

１ 事前アンケート 

(１) アンケートの概要 

令和７年度の多摩市気候市民会議の目的の１つとして、第３次多摩市みどりと環境基本計画（計

画期間：令和６年度～令和１５年度）の令和６年度実績の評価があります。参加者に対して現時

点で同計画において力を入れるべき分野や市民としてできること等を考えていただくアンケート

を実施しました。アンケートの内容は以下の通りです。 

 

 

 

  

Q1. 現時点で力を入れるべき「短期目標」を選び、次の２つの観点から理由を回答してくだ

さい。 

① 管理指標の進捗状況（⇧➩⇩の数）からみた感想 

② 特に気になる管理指標（１つだけ）  

 

Q2. 現時点で力を入れるべき分野において、最も力を入れるべき（短期目標の達成に貢献す

る）「重点戦略（着眼点）」を選び、次の２つの観点から理由を回答してください。 

① 管理指標の進捗状況（⇧➩⇩の数）からみた感想 

② 特に気になる管理指標（１つだけ）  

 

Q3. 現時点で力を入れるべき分野において、最も力を入れるべき（短期目標の達成に貢献す

る）「取組方針」を選び、次の２つの観点から理由を回答してください。 

① 管理指標の進捗状況（⇧➩⇩の数）からみた感想 

② 特に気になる管理指標（１つだけ）  

 

Q4. 現時点で最も力を入れるべき分野を、２と３で回答した重点戦略及び取組方針のいず

れかから選択し、その理由を回答してください。  

 

Q5. ４で回答した項目のなかで、市民の取組として力を入れるべき取組を選択し、その理由

を回答してください  
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(２) アンケートの結果 

アンケートの結果は以下の通りです。 

 

 

出典）令和７年度多摩市気候市民会議（第 1回）解説資料 
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出典）令和７年度多摩市気候市民会議（第 1回）解説資料 
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出典）令和７年度多摩市気候市民会議（第 1回）解説資料 
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２ 第 1回会議 

(１) 会議の概要 

日  時：令和 7年 11月８日（土） 14:00～18:00 

場  所：多摩市役所 

参加者数：18名 

テ ー マ：多摩市の環境政策を評価しよう！ 

講  師：沼田 真也 氏 

（東京都立大学 都市環境学部 観光科学科 教授、多摩市みどりと環境審議会会長） 

情報提供：佐藤 彰洋（多摩市環境部環境政策課長） 

 

(２) 会議のプログラム 

第 1回会議のプログラムを以下に示します。 
 

第 1回会議のプログラム 

時刻 時間 プログラム 

14:00～ ５分 開会、主催者挨拶 

14:05～ 10分 オリエンテーション 

14:15～ 30分 情報提供①：環境に関する情報提供 

14:45～ 30分 
情報提供②：第３次多摩市みどりと環境基本計画と令和６年度の年次

報告書（案）について 

15:15～ 10分 休憩 

15:25～ 10分 自己紹介と情報提供の感想の共有、グループワークの進め方の説明 

15:35～ 55分 

グループワーク① 

・ 現時点でどの分野の短期目標に力を入れるべきか、意見を出し

合う 

16:30～ 40分 

グループワーク② 

・ 短期目標の達成のために、どの重点戦略もしくは取組方針に力

を入れるべきかを選ぶ 

17:10～ 10分 
グループワーク③ 

・ 話し合った内容をワークシートにまとめる 

17:20～ 20分 発表 

17:40～ 15分 投票 

17:55～ 
18:00 5分 閉会、事務連絡 
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(３) 当日の様子 

【講演や情報提供の様子】 

  

 

  

 

 

   

多摩市長からのメッセージ 【情報提供】環境問題を考える 
（沼田 真也 氏） 

【情報提供】第 3 次多摩市みどりと環境基本計画につい
て  

（多摩市 環境政策課長） 

【グループワークの様子】 

【グループワークの様子】 【発表の様子】 
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(４) グループワークの結果 

第 1回会議のグループワークの目的と結果を以下に示します。 

 

【グループワークの目的】 

 

 

【グループワーク① 進め方】 
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【グループワーク① Aグループ結果】 
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【グループワーク① Bグループ結果】 
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【グループワーク① Cグループ結果】 
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【グループワーク② 進め方】 

 

 



17 
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【グループワーク② Aグループ結果】 
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【グループワーク② Bグループ結果】 
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【グループワーク② Cグループ結果】 
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【グループワーク③ Aグループ結果】 
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【グループワーク③ Bグループ結果】 
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【グループワーク③ Cグループ結果】 
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投票の結果は以下の通りとなり、令和７年度多摩市気候市民会議では、現時点で力を入れる

べき重点戦略（着眼点）として、着眼点３が選定された。 

 

・Aグループ（着眼点５）：12票 

・Bグループ（着眼点３）：10票 

・Cグループ（着眼点３）：14票 

 

【第１回多摩市気候市民会議 結果まとめ】 
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３ 第 2回会議 

(１) 会議の概要 

日  時：令和 7年 12月 14日（日） 14:00～18:00 

場  所：関戸公民館 大会議室 

参加者数：13名 

テ ー マ：自分たちで実行する取組を考えよう！ 

講  師：沼田 真也 氏 

（東京都立大学 都市環境学部 観光科学科 教授、多摩市みどりと環境審議会会長） 

 

(２) 会議のプログラム 

第 2回会議のプログラムを以下に示します。 

 

第 2回会議のプログラム 

時刻 時間 プログラム 

14:00～ 10分 開会、オリエンテーション 

14:10～ 20分 情報提供：第１回で選択した項目(着眼点３)に関する情報提供 

14:30～ 30分 
グループワーク① 

・ 各参加者がメニューに入れる取組みを３つ選ぶ 

15:00～ 10分 休憩 

15:10～ 105分 

グループワーク② 

・ 選んだ取組みについて、「役」に分かれて行動変容を起こす要素

を検討する 

・ 全員で行動変容を起こす要素をまとめる 

16:55～ 15分 発表準備 

17:10～ 10分 休憩 

17:20～ 20分 グループ発表 

17:40～ 15分 取組の実行方法の説明 

17:55～ 
18:00 5分 閉会、事務連絡 
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(３) 当日の様子 

【講演の様子】 

  

 

【グループワークの様子】 

  

 

【発表の様子】 

   

【講演】（沼田 真也 氏） 
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(４) グループワークの結果 

第２回会議のグループワークの進め方と結果を以下に示します。 

 

【グループワーク 進め方】 
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【グループワーク Aグループ結果】 

   
 

【グループワーク Bグループ結果】 
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【グループワーク Cグループ結果】 
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４ 取組の実行 

(１) 取組の概要 

参加者は、第２回気候市民会議で提案した以下の取組の中から各自１つ選び実行しました。実

行後はワークシートに結果を記入して、多摩市に送付してもらいました。 

 

・マイバッグを持って買物 

・（小さいころ）使っていたおもちゃや洋服を他の人に譲渡 

・家庭からでる廃油を回収にだす 

・マイボトル・マイバッグを活用 

・紙の分別を頑張る 

・長く使える物を選ぶ 

・マイボトルを普及させる 

・プラトレイの返却を普及させる（ペットボトル） 

 

(２) 取組の結果 

取組の結果は以下の通りです。 

 

出典）令和７年度多摩市気候市民会議（第３回）進行資料 
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出典）令和７年度多摩市気候市民会議（第３回）進行資料 
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５ 第 3回会議 

(１) 会議の概要 

日  時：令和８年２月 21日（土） 14:00～18:00 

場  所：多摩市役所 

参加者数：11名 

テ ー マ：実行した取組を話し合おう！ 

講  師：沼田 真也 氏 

（東京都立大学 都市環境学部 観光科学科 教授、多摩市みどりと環境審議会会長） 

 

(２) 会議のプログラム 

第 3回会議のプログラムを以下に示します。 

 

第 3回会議のプログラム 

時刻 時間 プログラム 

14:00～ ５分 開会、オリエンテーション 

14:05～ 15分 情報提供：取組の集計結果の共有 

14:20～ 70分 

グループワーク 

・ 自分たちで実際に行った取組について、取組結果を話し合う 

・ 他の人に推奨できる取組かまとめる 

15:30～ 10分 休憩 

15:40～ 70分 

個人ワーク 

・ 参加者が自分の「市民として環境のために続けたいこと（行動

宣言）」を考える 

・ 自分の行動宣言と近い人同士で内容を共有する 

・ 行動宣言の発表する 

16:50～ 15分 今後の案内 

17:05～ 10分 休憩 

17:15～ 15分 全体の講評 

17:30～ 20分 クロージング（参加した感想共有） 

17:50～

18:00 
10分 閉会、事務連絡、写真撮影 
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(３) 当日の様子 

【講評の様子】 

 

 

【グループワークの様子】 

  

 

【発表の様子】 

   

【講評】（沼田 真也 氏） 
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(４) グループワークの結果 

第３回会議のグループワークと個人ワークの進め方と結果を以下に示します。 

 

【グループワーク 進め方】 
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【グループワーク Aグループ結果】 
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【グループワーク Bグループ結果】 
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【グループワーク Cグループ結果】 
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【個人ワーク 進め方】 
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個人の行動宣言は以下の通りです。 

 

【資源関連】 

・（小さいころ）使っていたおもちゃや洋服を他の人に譲渡し、幸せを受け継ぎます。 

・資源の再利用を意識する 

・リサイクルを意識します 

 

【プラスチック関連】 

・マイバッグを持ち歩く 

・マイバッグを必ず持ち歩き長く使えるものを選んで買います！ 

・マイバッグを持ち歩きます。 

 

【食関連】 

・多摩市の食べ物を選ぶ 

・地域の食材を買います 

・ごはんを食べて、食品ロスを減らします。 

・食品ロスを減らします。 

 

【その他】 

・街をきれいに。ポイ捨てのゴミを集めます。 
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６ 終了後アンケート 

第３回会議の終了後に、参加者に対してアンケートを実施しました。結果を以下に示します。 

 

Q1 あなたの年代をお聞かせください。 

 

 

Q2 多摩市気候市民会議の満足度をお聞かせください。 

【第１回多摩市気候市民会議】 

 
 

【第２回多摩市気候市民会議】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

高校生

33%

19歳以上

67%

満足した

50%

どちらでもない

16%

あまり満足

していない

17%

欠席した

17%

No. 回答 理由 

1 
どちらでも
ない 

高校生と一緒に行うということを知
らないで参加してしまった。大人の比率
が少なすぎて満足はできなかった。 

2 
あまり満足
していない 

休憩時間がほとんどなかったから。 

3 欠席した 
皆さんが前向きで楽しそうであった
為。 

No. 回答 理由 

1 
あまり満足
していない 

グループワークの際に役員の人から
紙に書くのは女性の方がいいですよ
ね。次は代わりに書いてくれる？と強
制的に書かされることになって不快だ
った。グループワークなので誰が書い
ても良いと思う。発言に気をつけてほ
しい。 

2 
あまり満足
していない 

同上。（高校生と一緒に行うという
ことを知らないで参加してしまった。
大人の比率が少なすぎて満足はできな
かった。） 

(n=6) 

(n=6) 

満足した

33%

どちらでもない

17%

あまり満足

していない

33%

欠席した

17%

(n=6) 
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【第３回多摩市気候市民会議】 

 
 

Q3 多摩市気候市民会議にまた参加したいと思いますか。 

 

 

【参加についての条件など、ご意見等】 

No. 理由 

1 大人の参加は不可欠と思うのでそこがクリアできるならぜひ。 

2 
自分のためになるので参加したいが、出来るだけ多くの人に参加してもらう方が良い

と思う。幅広い年代に参加してもらうべきでは。 

3 

グループワークの前に自己紹介をするのはいいが、その時間がほぼなくグループワー

クに進むのでみんな空気を読みながら進めていた感じがしたのでやりにくかった。ま

た、先述した女性だから書くなどの雰囲気をなくしてほしい。他にもグループワークで

全く発言しない人や、学校ごとでまとまりすぎているなどが見受けられた。 

上記のような問題点が解決すれば参加したいと思う。自分達で解決策を考え実行しフ

ィードバックするというとても良い流れで考えることができたのでためになったと思

う。 

4 できるだけ多くの方に参加していだくことが大事だと思う為 

 

  

大変満足した

17%

満足した

33%

あまり満足

していない

17%

欠席した

33%

ぜひ参加したい

17%

参加したい

33%

どちらでもよい

33%

参加したくない

17%

No. 回答 理由 

1 
大変満足し

た 

皆さんが前向きで楽しそうであ
った為。 

2 
あまり満足

していない 

グループワークなどがほぼ毎回
同じ人で、司会進行も自分達で進め
るのではなく流されてしまった感
じがしたから。 

(n=6) 

(n=6) 
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Q4 気候市民会議に参加する前後での環境問題への関心度の変化について、 

お聞かせください。（参加前） 

 

 

【行動している内容】 

No. 理由 

1 
サスティナブルファッションについて発信する団体での snsメンバーとしての活動、

学校外での環境問題に関する課外活動への参加、探究活動 

2 ゴミの出し方など気にするようになった。 

3 ゴミ拾い。節水、節電 

 

Q５ Q4で２又は３を選んだ場合は、参加後の環境問題への関心度の変化についてお聞かせく

ださい。 

※該当者なし 

 

Q６ そのほか、全体を通して意見等ありましたら記載をお願いいたします。 

No. 意見 

1 
環境に関係する団体が市内で数多く活動しているので、気候市民会議から各団体に参

加してもらう道を作っては。 

  

6

0

0

気候市民会議に参加する前から環境問題に関心があり、自ら行動もし

ていた（今後も行動していく）

気候市民会議に参加する前から環境問題に関心はあったが、自ら行動

はしていない

環境問題に関心はない

0 1 2 3 4 5 6 7

(n=6) 
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